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事 業 報 告     自 令和６（２０２４）年４月 １日 

               至 令和７（２０２５）年３月３１日 

 

Ⅰ 会社の現況に関する事項 

１．当事業年度の状況 

当期は、みのおサンプラザ１号館ビルの建替えに向け、同ビルの敷地を売

却し、管理者として約１０年にも及ぶ耐震化（建替え）に向けた大きな役割

を全うしました。それに伴う本社の移転や、箕面文化・交流センター北館・

南館がそれぞれ開館し、異なる拠点での事業活動がスタートした年度となり

ました。また、収益は、新たにコミュニティセンターの電話予約受付センタ

ー業務を受託したこと等もあり、予算と比較して増収となりました。一方、

費用面におきましては、引越し費用や各種投資もあり、予算を上回ることと

なりましたが、営業利益は、予算と比較して増益となりました。加えて、み

のおサンプラザ１号館の共益費返還等があり、経常利益も予算を大幅に増加

しました。結果、平成２２（２０１０）年度に作成した新たな経営再生計画

は大幅に上回ることとなりました。 
 

当期の重点施策①「資産売却後の財務方針の検討」については、債権者で

もある箕面市と協議を重ねてきましたが、継続検討することとなりました。 

重点施策②「本社移転に伴う事業の再編と２拠点での安定運営の実現」に

ついては、どちらも問題なく実現できました。 

重点施策③「みのおサンプラザ１号館建替えに向けた側面的支援」につい

ても、前述のとおり、令和６（２０２４）年５月末日に敷地の売却を完了し、

その後も敷地売却組合の事務局を担い、区分所有者を支援しました。 

業績面では、箕面市との調停条項の収益計画を大幅に上回り、順調に推移

していますが、みのおサンプラザ１号館がなくなったことによる影響が、少

なからずありますので、引き続き、業績改善に努めていきます。 
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２．新しい経営再生計画の実践とまちづくりについての総括 

（１）箕面市との連携強化による経営再生計画の遂行 

箕面市との経営状況に関する毎月の定例連絡会議において、調停条項の

進捗状況など経営に関する情報交換や課題について協議をおこないました。 
 

（２）人材の採用・育成 

人材の採用については、売上縮小が見込まれたため、退職者の補充はお

こないませんでした。 

人材の育成については、ＯＪＴを中心とした研修を実施したほか、国主

催の研修会、企業主催の展示会、箕面市主催の人権研修、各種先進事例の

調査・研究等を活用し、スキルアップを図りました。 
 

（３）既成市街地の活性化への取組み 

「箕面文化・交流センター北館・南館」の指定管理者として、箕面ＦＭ

まちそだて株式会社への委託により地域との連携を図り、公共施設におい

て、観光客の集客や地域への回遊性も高める事業をおこないました。 
 

（４）市域のまちづくりに関係する土地活用支援 

各種運営支援については、土地賃貸借共同事業の安定化に向けて運営支

援業務を受託するとともに相続対応等の業務も進めました。また、周辺街

区の地権者の土地活用の支援を継続しておこないました。 

 
 
 

３．事業活動 

（１）統括部 業務課の事業 

①  箕面文化・交流センター北館・南館の運営管理事業 

長らく別の用途で使用していた施設を新たな文化施設として、利用者が

安全かつ快適に利用できるよう、各種設備や備品の導入や更新も行い、

利用者の声を聞きながら運営に反映しました。 

②  みのおサンプラザ１号館・２号館管理受託業務 

大きな事故等なく、みのおサンプラザ１号館ビルの管理は終了しました。 

みのおサンプラザ２号館の管理については、単独化運営に向けた様々な

対応を進めました。 

③  不動産賃貸業務 

すべて賃貸しました。 
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④  土地賃貸借事業 

箕面駅前の所有地は、継続して土地賃貸借事業を実施しました。 

⑤  コミュニティセンター電話予約センター業務 

新たにコミュニティセンター４館（箕面・西・小野原東・彩都）の電話

予約受付業務を受託し、円滑な予約受付等を実施しました。 

⑥  まちづくりネットワーク 

(ｲ) 公益社団法人箕面市シルバー人材センター 

「箕面文化・交流センター 北館・南館」運営管理業務の一部（窓口受

付・館内巡回点検等）を委託しました。 

(ﾛ) 箕面ＦＭまちそだて株式会社 

「箕面文化・交流センター北館・南館」運営管理業務の自主事業として、

箕面の地域資源の様々な映像を放映する等の事業を委託しました。 

(ﾊ) 公益財団法人箕面市メイプル文化財団 

「箕面文化・交流センター南館」においてのイベントの側面的支援や、

メイプル文化財団が実施された小さなお店応援チケット販売応援等で

の連携も進めました。 

 

（２）統括部 都市開発課の事業 

①  緑遊新都心株式会社の支援業務 

土地賃貸借共同事業の長期的な安定に向けて、各地権者の相続の対応等の

相談業務を含め経営全般にわたって支援をおこないました。 

②  かやの中央のまち育て支援業務 

「かやの中央まち育て協議会」の組織運営の側面支援と周辺街区の土地活

用の相談業務を継続的に実施しました。 

③  南山開発株式会社の支援業務 

土地賃貸借共同事業の長期的な安定に向けて、各地権者の相続の対応等の

相談業務を含め経営全般にわたって支援をおこないました。 

④  箕面新都心の周辺街区の駐車場業務 

テナント向けの月極駐車場(４区域)の管理を受託しました。 

⑤  その他資産活用等の支援事業 

市内の土地所有者からの申出による土地活用案件を支援しました。 
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４．財産及び損益の状況 
（単位：百万円） 

区  分 第４５期 
令和 4 年 3 月期 

第４６期 
令和 5 年 3 月期 

第４７期 
令和 6 年 3 月期 

第４８期（当期） 
令和 7 年 3 月期 

売 上 高   １２６   １２９   １３０   １０３ 

経 常 利 益    ２８    ２５    ２５    ２４ 

当期純利益 
(１株あたりの当期純利益金額) 

   ２８ 
   （ ５銭） 

   ５７ 
   （１０銭） 

   ２１ 
    （４銭） 

   ６０ 
   （１１銭） 

総  資  産   ５７２   ５５０   ５５９   ６０５ 

純 資 産 
(１株あたりの純資産額) 

  １５３ 
   （２９銭） 

  ２０９ 
   （４０銭） 

  ２３０ 
   （４４銭） 

  ２９０ 
   （５５銭） 

 
 
 
 

５．主な借入先の状況（令和７（２０２５）年３月３１日現在） 
 

借 入 先 借 入 金 額 

箕面市   ２３４，６３５千円 

株式会社池田泉州銀行     ４０，５９２千円 

合計 ２７５，２２７千円    
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Ⅱ 会社の株式に関する事項 

（１）会社が発行する株式の総数    ５２０，４００，０００株 
（２）発行済み株式総数       ５２０，３７０，０００株（自己株式０株） 
（３）株主数                     １３名 
（４）株主 

 
 

Ⅲ 取締役及び監査役 

１．取締役及び監査役（令和７（２０２５）年３月３１日現在） 

代表取締役社長  梅原 悦二 

取締役（非常勤） 尾池 良行  （箕面商工会議所 顧問） 

取締役（非常勤） 入江  努  （株式会社池田泉州銀行 取締役） 

取締役（非常勤） 松山 大輔  （阪急阪神不動産株式会社  
開発事業本部 開発企画部長） 

取締役（非常勤） 吉川 顕正 （箕面市 総務部 行政改革・ＤＸ推進室長） 
監査役（非常勤） 山内 一浩   (公認会計士・税理士） 

 
 

２．取締役及び監査役の報酬等 

取締役報酬の上限は、第１期定時株主総会（昭和５４年）において、年額

１５，０００千円以内と定められております。なお、役員の退職慰労金制度

はありません。 

株 主 名 所 有 株 式 数 
発行総数に対する 

所有株式数の割合 

当社からの 
出資状況 

箕面市 ５２０,２５３,０００ ９９.９７７５％ ０ 
大阪北部農業協同組合 １６,０００ ０.００３０％ ０ 
箕面商工会議所 １６,０００ ０.００３０％ ０ 
株式会社三井住友銀行 １０,０００ ０.００１９％ ０ 
株式会社りそな銀行 １０,０００ ０.００１９％ ０ 
株式会社池田泉州銀行 １０,０００ ０.００１９％ ０ 
阪急電鉄株式会社 １０,０００ ０.００１９％ ０ 
銀泉株式会社 １０,０００ ０.００１９％ ０ 
三井住友ｶｰﾄﾞ株式会社 １０,０００ ０.００１９％ ０ 
三井住友ﾌｧｲﾅﾝｽ＆ﾘｰｽ株式会社 １０,０００ ０.００１９％ ０ 
北おおさか信用金庫 ５,０００ ０.０００９％ ０ 
尼崎信用金庫 ５,０００ ０.０００９％ ０ 
阪急バス株式会社 ５,０００ ０.０００９％ ０ 

合 計 ５２０,３７０,０００ １００.００００％ ０ 



箕面都市開発株式会社 （単位:  円）

金    額 金    額

272,250,789 23,635,300

現 金 ･ 預 金 262,399,307 1年以内返済予定長期借入金 12,018,822

未 収 入 金 9,164,710 未 払 金 4,151,668

前 払 費 用 686,772 前 受 金 2,643,610

332,981,812 預 り 金 2,984,000

324,324,486 未 払 法 人 税 等 420,000

建 物 6,960,161 未 払 消 費 税 等 1,417,200

建 物 附 属 設 備 516,327 290,771,552

構 築 物 420,337 長 期 借 入 金 263,208,412

工 具 器 具 備 品 360,891 預 り 保 証 金 27,563,140

一 括 償 却 資 産 430,607 314,406,852

土 地 315,636,163

295,900 290,825,749

電 話 加 入 権 295,900 資 本 金 89,000,000

8,361,426 資 本 剰 余 金 616,000,000

投 資 有 価 証 券 5,180,000   資  本  準   備   金 616,000,000

繰 延 税 金 資 産 3,181,426 利 益 剰 余 金 -414,174,251   

 そ の 他 利 益 剰 余 金 -414,174,251   

別  途  積  立  金 6,700,000

繰 越 利 益 剰 余 金 -420,874,251      

290,825,749

605,232,601 605,232,601資 産 の 部 合 計

  【無形固定資産】

  【投資その他の資産】

  【有形固定資産】

負 債 の 部

科    目科    目

純 資 産 の 部

【流動負債】【流動資産】

負 債 及 び 純 資 産 合 計

【固定負債】

【株主資本】

純 資 産 の 部 合 計

貸　借　対　照　表

　　　　　２０２５年 ３月３１日現在

【固定資産】

負 債 の 部 合 計

資 産 の 部

６



（単位:円）

受 託 料 収 入 69,604,111

家 賃 収 入 4,961,531

受 取 手 数 料 収 入 1,967,472

交 流 ｾ ﾝ ﾀ ー 売 上 1,742,550

地 代 収 入 25,008,000

103,283,664

販売費及び一般管理費合計 95,874,783

7,408,881

134,872

19,909,780

20,044,652

2,050,095

634,433

2,684,528

24,769,005

34,216,546

34,216,546

6

6

58,985,545

440,648

△ 1,672,926

60,217,823

自　２０２４年 ４月  １日
至　２０２５年 ３月３１日

受   　取　   　利　 　息   

雑　   　収　  入   

支　  払 利　 　息   

損  益  計  算  書

箕面都市開発株式会社

売  　上    総    利    益  

  営      業 利 　   益   

 売上高

 営業外収益

 営業外費用

　　　　科　　　　目 金　　　　額

 販売費及び一般管理費

法人税、 住 民 税 及 び 事 業 税

法　人 　税　 等　 調　整　額

当　期　 純　 利　 益　金　額

 営　業　外　収　益　合　計 

税   引  前  当   期  純  利  益 

経 常 利 益   

雑　   損　  失   

営  業  外  費  用  合  計  

 特別利益

固  定  資  産  売  却  益  

特    別     損　  失   合    計

固  定  資  産  除　却　損 

 特別損失

特    別     利    益   合    計

７
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１．重要な会計方針に係る事項

（1）資産の評価基準及び評価方法

投資有価証券 決算日の時価により評価する。

には原価法によっています。

（2）固定資産の減価償却方法

については定額法を採用しております。）

尚、耐用年数については以下のとおりであります。

建物付属設備   3年～25年

工具器具備品　5年～8年

（3）消費税等の会計処理

消費税等は税抜方式により処理しております。

２．会計上の見積りに関する注記

　会計上の見積りにより当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、

繰延税金資産　３，１８１千円

翌事業年度に係る計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。

個　　別　　注　　記　　表

但し、長期の不動産賃貸事業に伴う預り保証金を運用する場合

定率法（但し、平成10年4月1日以降に取得した建物及び

平成28年4月1日以降に取得した建物付属設備及び構築物

有形固定資産

建　　　　　物 　41年～50年

構　　築　　物　10年～15年

９



３．貸借対照表に関する注記

　（1）担保に供している資産 円

　担保資産に対応する債務 円

円

　（2）有形固定資産の減価償却累計額 円

　（3）有形固定資産の減損損失累計額 円

　（4）支配株主に対する債権債務 　 1年以内返済予定長期借入金　　　　　　　　　 円

円

４．損益計算書に関する注記

支配株主との営業取引による取引高 営業収益取引総額 円

５．株主資本等変動計算書に関する注記

　（1）発行済株式の種類及び総数に関する事項

発行済株式

株 株 株

株 株 株

株 株 株

　（2）配当に関する事項

　　配当はしておりません。

35,954,840

8,826,822

225,808,412

　 土地

 　長期借入金

　  1年以内返済予定長期借入金

218,551,731

36,038,640

772,761,448

225,808,412  　 長期借入金

8,826,822

前期末株式数 新株発行総数 当期末株式数

合計 520,370,000 0 520,370,000

普通株式 370,000 0 370,000

種類株式 520,000,000 0 520,000,000

１０



６．税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の主な発生原因別の内訳

繰延税金資産

７．リースにより使用する固定資産に関する注記

重要なリース資産はありません。

８．関連当事者との取引に関する注記

当該株式会社の支配株主

（1）名称 箕面市

（2）関連当事者が有する議決権の割合

（３）関連当事者との関係 箕面市立箕面文化・交流センター指定管理事業受託

公共施設受付予約センター業務受託

（４）取引の内容 公共施設の管理運営業

公共施設予約受付業務受託

（５）取引金額 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 円

９．1株当たり情報に関する注記

（1）1株当たり純資産額 55 銭

（2）1株当たり当期純利益 11 銭

１０．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。

99.9%

36,038,640

減損損失 233,125,836 円

繰延税金資産小計 233,125,836 円

評価性引当額 △ 229,944,410 円

繰延税金資産合計 3,181,426 円

１１



1．　固定資産の取得及び処分並びに減価償却の明細

　　

-

-

44,212,556

-

-合　　計 295,900 - - - 295,900

※土地・建物・建物付属設備・器具備品の減少はみのおサンプラザ１号館の敷地売却によるものです。

-

35,954,840

無
形
固
定
資
産

電話加入権 295,900 - - - 295,900 -

合　　計 392,448,677 1,561,410 67,844,069 1,841,532 324,324,486

有
形
固
定
資
産

-

土     地 369,633,142 - 53,996,979 - 315,636,163

一　　括
112,831 645,910 - 328,134 430,607

138,611 360,891 1,760,038

償却資産
-

器具備品

附属設備

構築物 473,937 - - 53,600 420,337 3,681,338

工    具
8 499,500 6

4,101,675

2,120,929

6,960,161 30,332,791

建　　物
1,063,713 416,000 911,504 51,882 516,327 180,673

建　　物 21,165,046 - 12,935,580 1,269,305 37,292,952

697,000

期　　末 減価償却

分 帳簿価格 帳簿価格 累計額

                          附属明細書　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　（単位:円）

区
資産種類

期　　首
当期増加額 当期減少額 当期償却額

期　　末

取得原価
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２．販売費及び一般管理費の明細

　　　自　２０２４年４月　１日
　　　至　２０２５年３月３１日

1,267,237

2,329,192

2,390,635

15,754,002

5,480,111

902,143

2,352,553

5,141,597

453,414

1,498,281

2,123,995

1,841,532

合　　　　計

調査研究費

賃借料

損害保険料

雑費

95,874,783

132,615

6,205,440

464,708

水道光熱費

減価償却費

支払手数料

交際費

旅費交通費

支払共益費

（単位：円）

科　　　目 金　　　　　額

給与手当 41,033,276

法定福利費 5,785,208

会議費 661,572

寄付金 57,272

福利厚生費

受託管理費

事務消耗品費

通信費

租税公課

 １３
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